
次の計算をせよ。１

　
   

  

　       

　   　を展開せよ。２

　    　を因数分解せよ。

　    　を計算せよ。

　連立不等式　
   

   
　を解け。３

　次方程式　  　を解け。

　次の図△において，長さ，を求めよ。
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　ただし、は上の点、は上の点でありである。

　 ，，，，，，，， を全体集合とする。４

集合の部分集合，を ，，，， ， ，，， とするとき，次の

集合を求めよ。

　

　
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